



しいメンバーが加わり、本号の特集として「アジア」を軸に据えたテーマを考えることになった。通常は大きな会議以外に顔を合わせることのない、橋本雄一先生、水野善文先生と私はバーチャルな世界で雄弁にディスカッションした。 「いま、アジア」 「かかわりあうアジア」 「かかわりあえるかアジア」 「アジアとはどこか」 「アジアとはいつか」 とは誰か」といったアグレッシブなキーワードや疑問が出て た。そこから出てきたテーマが「となり合う〈遠き〉アジア である。 「となり合う」のイメージは、朝鮮半島、中国大陸、日本列島、東南 ジアゾーン、台湾、フィリピン島諸島、インドへ、ヨーロッパ大陸や南北 メリカまでというよ に、海や河川・山岳でつながる任意の地理空間 場所のことを想定して る。また「遠き」は、それらが広範囲にわたるため、ひとつの地点＝視点を決めた時にそことその任意の地理空間なり場所 り の地理関係が遠くなる、ということ、かつ、アジアという言葉と概念自体が、実は不透明 混ざり合わない「遠さ」 して遠くなる、というようなことを含意している。　
このテーマに沿って、日本からの見方、あるいは日本と東アジアとの関
係だけにこだわることなく、所員 先生方の専門のフィールドや研究の視点から垣間見える、あるいは浮かび上 ってくる 」について、多彩な内容の論考が多数寄せられ、大変充実し 号と っ 本学の総合化研究所だからこそ編めるアジア特集号とな 。労作 お寄せ下さった皆様に感謝する次第である。　
また本号の完成には、細かく丁寧な編集作業をしてくださった石井沙和
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